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令和４年度三沢市放送番組審議会 会議録 

開催日時 令和４年１０月２４日（月）午前１０時００分～１１時３０分 

場  所 三沢市国際交流教育センター ２階 研修室１・２ 

出 席 者 

会長 米内山 誠毅 委員 織笠 光子 

副会長 岩本 ヤヨエ 委員 奥崎 富士雄 

委員 山上 里美 委員 南 士氏 

委員 小比類巻 雅祥 委員 大槻 秀紀 

委員 長堀 晶   

事務局 

・三沢市政策部部長  山﨑 徹 

・三沢市広報広聴課長 東 直実 

・ＣＡＴＶ情報室長  吉田 彰博 

・CATV情報室放送サービス係長 中野 和恵 

・主事 中市 翔  ・専任員 別部 斉和 

次  第 

１． 開会 

２． 委嘱状交付 

３． 市長あいさつ 

４． 出席者紹介 

５． 審議会について説明 

６． 組織会（会長・副会長選出） 

７． 会議 

（１）これまでの取り組みについて 

  （２）令和４年度市民アンケート結果について 

  （３）今後の取り組みについて 

８． 閉会 

会議の経過及び審議結果 

・委嘱状交付 

第 14期委員となる 12名中、審議会に出席した 9名へ、小檜山市長より委嘱状が交付された。 

・市長あいさつ 

「お蔭様でマックテレビも開局 26 年目を迎えましたが、これも市民の皆様のご協力のたまもので

す。今年度は、新型コロナでここ数年実施できなかったイベントも行われて活気も少しずつ戻り、

その様子を放送しております。これからも『市民に寄り添うテレビ局』として精進して参る所存で

すので、変わらぬご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げします。」とあいさつがされた。 

・組織会 

会長に米内山委員、副会長に岩本委員が選任された。 

・会議 

会議案件（１）から（３）について事務局より説明の後、委員による質疑、意見交換がされた。（内

容は別紙のとおり） 
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【事務局より報告】 

・案件（１）これまでの取り組みについて 

昨年度の市民アンケート結果、及び同審議会の中での意見・要望に基づき、行ってきた新たな取

り組みや、改善について説明。（資料 6－1） 

・案件（２）令和４年度市民アンケート結果について 

８月に実施した市民アンケートについて、調査結果を報告。（資料 7） 

・案件（３）今後の取り組みについて 

今後の新たな取り組み（案）、検討事項について説明。（資料 8） 

 

 

【委員による質疑、意見交換】 

（１） これまでの取り組みについて 

委 員： これまでの取り組みを読むと、例年、掲げているテーマに対してすごいスピードで取り

組んでいると番組を見ていて感じる。限りあるマンパワーの中で多方面に対しての気配り

も感じる。ぜひ今後ともお願いしたい。 

  事務局： 今は一番の情報源がテレビだが、今後１０年、２０年でインターネットが主流の時代が

すぐやって来ますので、長いスパンで考えながら事業を進めていきたいと考えています。 

 

（２）令和４年度市民アンケート結果について 

委 員： アンケートの回収率が３０％以下と、非常に悪い。意見が反映されているとは言えない。

今後の取り組みに「送付人数を増やす」とあるが、回収率が悪ければ何も意味がない。そ

れより、番組モニター制度を採用して、ちゃんと番組を見てくださった方を募集して、き

ちんと意見を聞くという体制を作ってはどうか。 

事務局： 民放各局の運用状況等を研究し、実現できるかどうか検討していきたいと思います。 

 

委 員： 19～23 ページ、様々な取り組みについて「知っていますか？」という問いに対し、「知

らなかった」という割合が最も高く、例年同じような傾向にある。せっかく色々やってい

ても、そもそもユーザーに届いていないのは、ローカルメディアが果たす役割として一番

の課題だと思うが、既存の枠に捉われない「マックテレビとの出会い方」というか、これ

までに無いアプローチ方法を何か考えてみてはどうか。 

事務局： その課題は我々も苦慮しているところです。YouTube などインターネットにアタックを

かけるのも手だとは思いますが、こちらでは小・中学生の施設見学を随時、確実に受け入

れておりまして、そこからマックテレビを知ってもらい、１１チャンネルに興味を持って

もらうとか、機会があればチラシを配布するとか、様々な取り組みを地道に展開していく

ことを検討します。 
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委 員： 「同じ番組を何回も再放送していて気になる」と意見があるが、確かにそう思う。何か

事情があるのか。 

事務局： 番組を作るためには時間や努力が必要で、24時間埋めるのはなかなか難しい。また、大

手キー局と違い、うちの放送は「何曜日の何時にみる」と決まっている人も多い。土日に

視る方も多い。そういった方の為に、毎回つけると違う番組が流れているよう考えていま

す。祭りなど、特別番組を撮り逃がしてしまったという問い合わせもあるので、何度も再

放送をしています。 

 

委 員： その事情は理解できるが、あまり何か月も、何十回も再放送するのはどうかと思う。ま

た、２４時間常に番組を流さなければいけない利点はあるのか。深夜等は、カラーバーな

どではだめなのか。 

事務局： 24時間流さなければいけないという規則は特にありません。ただ、みる時間を決めてい

らっしゃる方が多いので、そういった人の為にも番組を放送しています。私どもも編成に

関しては気を使いながらやっていきたいと思います。 

 

委 員： 「知らなかった」という意見が多いことに関して、周知に関しては工夫が必要だと思う。

今年のアンケートだけみると、興味のあるジャンルは健康・医療が高いように見えるが、

今年はたまたま７０代の回答者が多かった為このような結果になったのではないか。若い

方に視てほしいのであれば、若い方の回答も多かった昨年のアンケート結果を参考に、グ

ルメ・スポーツ等のジャンルの番組も力を入れた方が良い。 

 

委 員： 防災無線が聞こえないという意見が多いことからも、マックテレビは災害時、防災無線

が聞こえない時の代替の媒体として捉えられている傾向が強い。今年のアンケートの意見

でも、２９件中１１件、３８％が防災無線に関する意見であり、消防スタッフの人員的な

問題も分かるが、防災無線との連携、リアルタイムな情報伝達が求められているので、ぜ

ひ考慮していただきたい。 

事務局： 防災無線で何か聞こえたら、マックテレビを視てください、という体制が整うよう防災

管理課の方で進めています。今後も連携を密にしていきたい。 

 

委 員： アンケートの意見の欄で、年齢層の記載があったほうが良い。 

事務局： 次回は載せるように検討してまいりたいと思います。 

 

委 員： 「いきいき健康教室」という番組の中で料理コーナーがあるが、漁協、農協婦人部さん

などと連携し、ごぼうやニンジン、ジャガイモなど、地元の旬の情報と、それらのおいし

い食べ方、調理方法を紹介する番組を作ってはどうか。昨年の会議でも同じ話が出ていた

が、前向きに計画してもらえないのか。 

事務局： 昔、何度か作ったことがあるが、予算的なこともあり、またコロナ禍ということもあり、

なかなか難しい。ご協力いただける方がいらっしゃれば、何とか進めていきたいです。 
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委 員： 大手テレビ局で、NEWSの増田くんなど芸能人が三沢に来て、ごぼうを紹介する番組を

何度か放送した。ほかにも梅沢富美男さんや東野幸治さんが来たりして、全国放送でも何

回も紹介し、NHK等でも放送している。市民の皆さんにも見てもらえたらすごかったのに、

と思っている。マックテレビでも放送できないのか。 

事務局： ほかのキー局で制作されたものを自主放送内で放送するのは難しいところがあるので、

マックテレビで VTR を作ったほうがスッキリ流せるので、ぜひこちらで作ったものを放送

したいと思います。 

 

（３）今後の取り組みについて 

委 員： 防災無線とマックテレビをもっと連動させて、テロップで行方不明の高齢者の捜索や特

殊詐欺など、市民にリアルタイムでお知らせできないか？ 

事務局： 現在も、防災無線で流すとマックテレビでも流れるように連動はしていますが、より分

かりやすくなるよう進めていきます。 

 

委 員： 撮影機材にドローンを導入してはどうか。三沢の四季、スポーツの試合やイベント、ま

つりなど、平面からではなく上からみるのも良いと思う。災害時には映像資料になり、防

災にも役立つので、消防などとも共有できるものを市として何台かおけば、ケーブルテレ

ビでも使えると思う。免許や、各種規制があると思うが、できる限りぜひ積極的に協議し

ていただきたい。航空祭で飛ばすのはまずいのか。 

委 員： ドローンに関しては今年１０月に航空法が改正され、操縦者の技能証明は国家試験にな

る予定であり、また飛行範囲は、三沢飛行場の半径１０㎞以内は航空交通管制圏となり飛

べません。更に三沢基地については防衛関係の規則で、軍事施設ということで飛べません。

国交省に飛行申請制度はあるが、特に航空祭実施下では航空機との衝突の危険もあり、個

人的な意見として、許可を得るのは難しいと思われます。 

事務局： ドローンは天気次第ということもあるので、まずは飛ばせる場所を探して、自然の風景

からということで、トライできるところがあれば、検討していきたいと思います。 

 

委 員： 経済産業省では、各事業者に対し、災害時の事業継続に関する防災計画を作ることを指

導しており、三沢市にも周知を呼びかけているが、市内の企業ではまだ２社程しか無く 、

取り組みの遅れを指摘されている。事業者に周知する意味も含め、実際に計画が採択され

た企業を訪問し、紹介してはどうか。 

事務局： 出ていただける企業さんがありましたら、また市の産業観光課からも依頼いただけまし

たら、担当課と一緒に作っていくような形で進めていきたいと思います。 
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委 員： 消防に関して、「火災がリアルタイムでない」「火災の場所を知りたい」という意見に対

して、地域に密着したテレビ局として、どのように検討されているのか。 

事務局： 火災情報は、消防本部の広報担当が一人ということもあり、遅くなることもある。また、

あまり近場まで出すと、やじ馬が集まったり、個人情報が出たりしてしまう為、ある程度

大まかに、現場に人が集まらないように、近づかないでという意味でお知らせしているの

で、ご理解頂きたいと思います。 

 

委 員： 防災訓練の時、事前の広報で見ていたがすっかり忘れていて、サイレンを聞いて不安に

なり、マックテレビをつけて「訓練」という放送をみて落ち着いた。これこそ私たちが求

めるところであり、これからもそういう役割であってほしい。 

 

委 員： 視聴者の視線を集めることについて、例えば新規で三沢に事業所を立ち上げた人、新し

く就農した人などを訪ね、そういった人たちの声を届け、市民の皆さんに知ってもらうの

はどうか。 

事務局： 移住定住促進の一環で、一度はそういった VTRは作りましたが、単発だったので、農政

や産業など担当課に情報が入ると思いますので、検討させていただきます。 

 

委 員： 今後の取り組みとして防災番組に力を入れる予定なのはとても良い。「いざという時、困

った時のマックテレビ」という役割は大切だ。 

事務局： ハザードマップは信頼できます。ハザードマップを見ていただき、自分の家が安全かど

うか、みだりに不安に思わないよう、紹介していきたいと思います。 

 

委 員： ひと昔前は「お茶の間にお届ける」という言葉があり、家族揃ってお茶を飲みながら、

おやつを食べながら、テレビを見るという場面があったが、今はもう無くなりつつあり、

テレビ離れがどんどん進んでいる。マックテレビの視聴率を上げる、知ってもらうという

より前に、マックテレビに限らずテレビの在り方は日本でも世界でも、時代の流れの中で

変わっているのだから、先読みをして、次はどうするべきなのか、マックテレビのあり方

はどうあるべきなのか、考え方を変えていかなければいけない時なのではないか。 

 

委 員： 自主制作番組の中で、「寺山修司をよむ」は視聴率が低いのではないか。詩の選定、朗読

者などは、館長さんに任せているということだが、一般の方が、親しみやすい、きれいな

詩をたくさん書いているのに、なぜこうマニアックが喜ぶような詩ばかりを選ぶのか。寺

山修司のイメージは、マニアックな人にしか分からない。小学生でも「三沢市にはこんな

いい人がいたんだ」と思えるようなイメージの番組を作ってほしい。 

制 作： マニアックなところがウケがいいというか、そこを求めている方もまたいたりして、も

ちろん幅広い方に知っていただきたいというのが前提ではあります。一応、館長さんだけ

でなく、八戸の高校の演劇部の子にも出て頂くなど、できるだけ幅広く、というつもりで

はいます。 

事務局： 寺山修司の関係は、他のケーブルテレビ局から番組を欲しいと依頼されることもあり、

外ウケけが良い。都会からわざわざ記念館を訪ねてくる方もいる。マニアックさがいいと
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いう意味で世界が作られている。ただ、詩に関していうと、三沢市 PTA では市内小中学生

による「心の詩」を紹介させていただいていまして、そういう文化が根付いているという

のが証拠になる。暗いイメージだけでなく、子供たちにも浸透しているよと、そこも紹介

しつつ、リンクできるようなしかけも考えられたらと思うがまだそこまで至らず、個別に

流している状況ですので、もう少し、長い目で見ていただきたいと思います。 

 

委 員： イベントにマックテレビを呼ぶときはどうしたらいいのか。 

事務局： 取材依頼ということで、イベントのお知らせやチラシ等を、お早目に FAXでいただくか、

直接持ち込んでいただければ、都合が合えばになりますが、伺えると思います。 

 

委 員： 先日行われた北部の防災訓練で、マックテレビが市民に馴染んでいると拝見した。三沢

の人はカメラに慣れていて、映すカメラマンも心得ていて、その後の雰囲気もとても良く、

市民とマックテレビの関係はとてもいいものだと思う。これからもよろしくお願いいたし

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


